
 

 

【出向元事業所の事業活動の状況に関する申出書 記載例】 

  

産業雇用安定助成金 出向実施計
画（変更）届を提出するとき（対象期
間の初日の前日（可能あれば対象期
間の初日の２週間前）まで）に併せて
提出してください。 

○Ａ、Ｂ欄は、１か月の値 
○Ｄ、Ｅ欄は、３か月の平均値 
 (Ｄ.Ｅ欄は生産指標の３か月の平均値
が前年同期と比較して20％以上減少し出
向初期経費の加算を希望する事業主のみ
記載してください。) 
例：出向開始の日…令和３年５月１日 

計画届の提出日…令和３年４月15日  
Ａ欄記入値………令和３年３月の値 
Ｂ欄記入値………令和２年３月の値 
Ｄ欄記入値………令和３年１～３月

の平均値 
Ｅ欄記入値………令和２年１～３月

の平均値 
※Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｅ欄に計算の結果端数が
生じる場合は、小数点以下を四捨五入
して下さい。Ｃ、Ｆ欄は計算の結果、
小数点以下の端数が生じる場合は、小
数点以下第２位まで記載し、第３位以
降を…と記載してください。 

※ＡとＢの比較は、 
①計画届の提出日の属する月の前月と
前々年同月との比較（５％の減少が要
件） 

②計画届の提出日の属する月の前月と計
画届の提出日の属する月の前々月から
直近１年のいずれかの月との比較
（５％の減少が要件） 
のいずれかによる比較も可能です。 

※Ｃ欄の値が95以下の場合に支給対象と
なります。 

※Ｆ欄の値が80以下の場合に出向初期経
費助成の上乗せに該当します。 

※対象期間の延長により、計画届の変更
を提出する場合は本様式を改めて作成
し、計画届の変更と併せて提出してく
ださい。この場合、「計画届の提出日」
となっている部分は「変更届の提出日」
と読み替えます。なお、この場合も、
Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｆ欄の比較年月に変更が
ない場合は、再提出は不要です。 

売上高によりがたい場合は生産高
等を括弧内に記入して生産実績表、
出荷伝票等の添付書類を併せて提出
してください。 

 
添付書類の例 
○建 設 業……総合推移損益計算

書、工事請負契約
書等 

○電気工事業……工事請負契約書等 
○製 造 業……総勘定元帳、生産

実績表、出荷伝票
等 

○運 送 業……出荷伝票等 
○サービス業……損益計算書、総勘

定元帳等 
 
※ 例示した書類以外にも提示を求
めることがあります。 
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